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知的財産戦略における生成AIのパラダイムシフトとマクロ市場
環境の成熟 
現代の企業経営において、知的財産（IP）は単なる法的保護の対象やリスク管理の枠組みを超え、
企業の競争優位性を規定し、将来の収益基盤とM&A戦略を予測するための最も重要な経営資源へ
と変貌を遂げている。このパラダイムシフトを決定的に加速させているのが、IPランドスケープ分析に
おける生成AI（Generative AI）技術の統合である。従来の特許調査は、高度な専門知識を持つサー
チャーが複雑な論理式（ブール検索）を構築し、膨大な公報を人力で精読する極めて労働集約的な

プロセスであった。しかし、生成AIと大規模言語モデル（LLM）の台頭により、専門知識を持たない事
業部門の担当者であっても、膨大な特許データを高速かつ網羅的に分析し、これまで可視化されて

いなかった技術トレンドや競合他社の研究開発（R&D）戦略の微細な変化を把握することが可能と
なっている1。 

この技術的変革は、強固なマクロ経済的成長と企業行動の変化によって裏付けられている。日本の

生成AI市場は現在、歴史的な拡大期を迎えており、その市場規模は2025年の59億米ドルから2034
年には578億9,000万米ドルへと、年平均成長率（CAGR）25.5%という驚異的なペースでの成長が
予測されている2。この急成長の背景には、合成データ生成、インテリジェントオートメーション、マル

チモーダルAIモデル、および特定領域（ドメイン）に特化した生成AIツールの企業導入が進み、あら
ゆる産業における生産性と意思決定の質が向上している事実が存在する2。 

特筆すべきは、日本市場における特有のテクノロジー受容プロセスである。GMO Research & AIが
実施した継続的なトラッキング調査によれば、2025年2月時点での日本のインターネットユーザーに
おける生成AIの認知度は72.4%と高止まりしている一方、実際の利用率は42.5%に達しており、前年
同月の33.5%から9.0ポイントの有意な上昇を記録した3。この普及の軌跡は、欧米市場（例えば、

2024年中頃の英国の36%、米国の39.4%）の急速な立ち上がりとは異なり、技術の安全性や投資対
効果を慎重に評価した後に本格的な実装へと移行する、日本特有の「ファストフォロワー」としてのビ

ジネス文化を強く反映している3。2024年中頃の調査では、日本企業の約24%が何らかの形でAIを
導入しているに過ぎなかったが、大企業を中心としたコーポレート主導の投資により、試験的なパイ

ロット運用から全社的な実運用へと舵を切る企業が急増している4。 

技術インフラの側面においても、日本国内での堅牢なエコシステム構築が進んでいる。例えば、NEC
は2025年2月に、規制の厳しい業界における文書自動化を支援するため、光学式文字認識（OCR）
パイプラインと日本語のファインチューニングを統合したトランスフォーマーベースのマルチモーダル

基盤モデルを発表した2。また、富士通は2024年10月に、製造業や政府機関のクライアント向けに、



モデル制約型推論と検索拡張生成（RAG）モジュールを通じてセキュアなワークフローを実現する、
高度なセキュリティを備えたオンプレミス型LLMプラットフォームをリリースしている2。これらの技術的

進展は、機密性の極めて高い未公開の技術情報や自社の研究開発データを扱う知的財産部門に

とって、生成AIを安全に導入するための重要なインフラストラクチャを提供している。 

 

評価指標 2024年の動向 2025年以降の予測と現在地 

日本生成AI市場規模 推計値に基づく初期拡大期 59億米ドル（2025年）から
578.9億米ドル（2034年予
測）へ（CAGR: 25.5%）2 

ユーザー利用率（日本） 33.5%（2024年2月時点） 42.5%（2025年2月時点）。堅
実かつ継続的な上昇傾向3 

国内ベンダーの技術動向 汎用LLMの検証と概念実証（
PoC） 

NECのマルチモーダル基盤
モデル、富士通の高セキュア

なオンプレミスLLMの実装2 

企業導入のフェーズ 約24%の企業が初期導入
（大企業中心）4 

慎重な評価期間を経て、全

社横断的なワークフローへの

本格統合期へ移行4 

一方で、このような急速な技術普及は、競争環境と法規制の観点から新たな課題も提起している。

公正取引委員会（JFTC）は、生成AIが既存ビジネスの変革や新産業の創出を促進する絶大な恩恵
をもたらす一方で、著作権を含む知的財産権の侵害、誤情報の拡散、サイバー攻撃への悪用といっ

た社会的な混乱を引き起こすリスクを重く見ている5。JFTCは生成AI市場を「インフラストラクチャ」「モ
デル」「アプリケーション」の3つのレイヤーに分類し、公正かつ自由な競争環境を維持するための市
場調査を機動的に開始した5。グローバルな視点においても、BNP Paribasのような多国籍金融機関
は、EU AI法などの新たな規制枠組みや欧州司法裁判所（ECJ）の解釈を継続的にモニタリングし、
個人データと知的財産を保護するための社内ポリシーと法的フレームワークの構築を急いでいる6。

知的財産部門は、AIがもたらすイノベーションの享受と、AI自体が引き起こす法務・コンプライアンス
リスクの管理という、二律背反する課題の最前線に立たされているのである6。 

本レポートでは、このような高度に複雑化する市場環境において、競合他社分析および経営戦略の

立案に直結する次世代のIPランドスケープ特化型生成AIプラットフォームを網羅的に分析する。特
に、経営層への報告に絶大な威力を発揮するLexisNexisの「PatentSight+」、競合のR&D注力領域
の変化をクレーム単位で読み解く「Patentfield AIR」および「Questel Orbit Sophia」、そしてFTO（侵
害予防調査）や高精度要約において圧倒的な信頼性を担保する「Derwent Patent Monitor」、さらに
マクロな事業位置付けを可視化する「Amplified AI」や業務自動化を推進する「Anaqua」の能力と、
それらがもたらす二次的・三次的な戦略的インプリケーションについて詳述する。 

経営層・投資家を動かすマクロ視点の定量的ベンチマーキン



グ：LexisNexis PatentSight+の圧倒的優位性 
企業知財部門が直面する最大の経営課題の一つは、知的財産を単なる特許維持費や出願費用を

消費する「コストセンター」として捉える経営陣の古き良き認識を払拭し、特許がビジネスに対する

「バリュードライバー（価値創造の源泉）」であることを効果的に伝えることである7。技術がますます

重複し、複雑化する現代において、自社および関連技術領域における競合他社の活動をベンチマー

キングすることは、企業が競争力を維持する上で不可欠となっている9。この課題に対する最適解と

して業界標準の地位を確立しているのが、LexisNexisが提供する「PatentSight+」プラットフォームで
ある。同ソリューションは、不完全な所有者情報や曖昧な法的ステータスを徹底的にクレンジングし、

データ品質の課題を解決した上で、強力なビジュアル化ツールを通じて知的財産への認識を高め、

経営層向けの「ストーリーテリング」を劇的に強化する7。 

科学的根拠に基づく特許価値評価：Patent Asset Indexと経営意思決定 
経営戦略において他社のR&D動向や市場支配力をベンチマーキングする際、単なる「特許出願件
数」の比較は致命的な誤解を招く危険性が高い。不要な特許を大量に出願している企業が、革新的

なコア技術を少数精鋭で保護している企業よりも優位に見えてしまうからである。PatentSight+は、
ブラックボックス化されたアルゴリズムではなく、学術的な査読を受けた透明性の高いアプローチに

基づき、特許の「質」を評価する「Competitive Impact（競争力インパクト）」という指標を用いている8

。この指標は、特許の技術的意義（後続の特許によってどれほど頻繁に引用されているか）と、経済

的価値（どの程度の市場規模を持つ国や地域で権利が保護されているか）の2軸を乗算して算出さ
れ、世界中の特許を正規化された基準で比較することを可能にする10。 

さらに、一企業の特許ポートフォリオ全体の強さを示す「Patent Asset Index（特許資産指数）」は、経
営層の意思決定において極めて重要な役割を果たす。この指数は、ポートフォリオ内に含まれる各

特許のCompetitive Impactの総和として計算され、企業の総合的な技術的競争力を客観的な数値
として提示する10。例えば、生成AI技術領域における競合分析の事例において、LexisNexis 
Classificationを用いて関連特許群を抽出し、Patent Asset Indexで評価した結果、特許保有件数で
ははるかに小規模なポートフォリオしか持たないAlphabet社が、Baidu、Microsoft、Adobe、
Tencentといった件数で勝る競合他社を凌駕し、最も強力なイノベーション力を有していることが明確
に示された9。 

経営層は、この客観的かつ定量的なデータ（指標の時系列推移や他社との乖離幅）を見ることで、

直感や主観を排した高度な経営判断を下すことができる8。例えば、SiemensのChief IP Counselで
あるBeat Weibel氏は、M&Aによる企業買収や事業の売却が競合他社との特許品質の力関係にど
のような影響を与えたかを時系列で追跡するためにこのシステムを活用し、特許品質を同社の取締

役会（Board of Directors）の正式なアジェンダにまで引き上げている8。また、DowDuPontは視覚的
なパテントランドスケープを活用して競合の影響力やIP戦略を洞察し、日立製作所は経営幹部の判
断に直接役立つデータとして同プラットフォームを活用している8。このように、Patent Asset Index
は、M&Aにおけるデューデリジェンス（買収対象企業の技術的適合性やリスクの評価）、ライセンス
交渉における強気のポジショニング、不採算技術分野の特定と放棄による大幅なコスト削減（ポート

フォリオの最適化）といった、経営の根幹に関わる意思決定を強力にサポートするのである8。 



統合報告書とESG投資に向けた非財務情報の可視化 
現代の企業経営において、投資家やステークホルダーとの対話（IR活動）は極めて重要である。
LexisNexisは、特許データを経営陣向けに可視化するだけでなく、投資家が企業価値を評価する際
に重視する「非財務情報」としての知的財産の価値を提示する手段を提供している。その一環とし

て、世界の特許システムを国連の持続可能な開発目標（UN SDGs）にマッピングする機能が実装さ
れている8。これにより、経営陣は自社や競合他社がサステナビリティ志向のイノベーションにおいて

どのようなパフォーマンスを示しているかを定量的に追跡・検索することが可能となる8。 

このSDGsマッピング機能は、新興市場における成長機会の特定、未来志向の技術における競争優
位性の獲得、サステナブルな投資判断、そしてステークホルダー・エンゲージメントや資金調達の強

化に直結する8。実際、LexisNexisは「統合報告書ウェビナー」を定期的に開催し、三井住友トラスト・
アセットマネジメントなどの機関投資家をゲストに招き、投資家が統合報告書を読む際にどのような

非財務情報（差別化要因、価格支配力、ブランド、事業化の実践など）を重視し、それらをいかにして

「マネタイズのストーリー」へと結びつけるかについて、PatentSight+を用いたチャートの具体例を交
えて啓発活動を行っている8。このような取り組みは、ツール単体の機能を超えて、企業の知財部門

が資本市場に対してどのようなメッセージを発信すべきかという、極めて高度な戦略的示唆を与える

ものである。 

TechDiscoveryとAI Assistantによるインサイト到達速度の極大化と民主化 
PatentSight+プラットフォームの真価は、その強固なデータ基盤と分析アルゴリズムを、生成AIの力
によって誰もが瞬時に活用できるようにした点にある。2024年10月に導入された「LexisNexis 
TechDiscovery」は、特許調査を劇的に簡素化し、IPエキスパートだけでなく、エンジニアリング、R&D
、事業開発などのビジネスパートナーが、社内の知財部門を即座に巻き込むことなく、迅速な調査を

実行できるように設計されている11。 

TechDiscoveryは、単一の単語、簡単な説明文、あるいは特許、論文、非特許文献の抜粋といった
平易な入力に基づいて検索を行う11。内部では、生成AIが単純な検索クエリを拡張し、抽出型AI（
Extractive AI）が各特許に固有の「フィンガープリント」に基づいて200以上のデータポイントを比較す
るという高度な処理が行われている11。この機械学習アルゴリズムは、100社以上のグローバル企業
によってテストされ、10年以上にわたって継続的に改良されてきたものであり、わずか数秒で方向性
のある結果を導き出し、最も関連性の高い特許を浮上させる11。ユーザーは特許ファミリーを「関連あ

り」または「関連なし」とマークすることで結果をさらに学習・改善させることができ、3分未満で全く新
しい技術分野の詳細な全体像（パテントランドスケープ）を把握することが可能である11。BAE 
SystemsのBobby Mukherjee氏が指摘するように、従来の競合から非伝統的な市場参入者へと業
界構造がシフトする中において、このような迅速な競争環境の把握はM&Aや新たなパートナーシッ
プ構築において死命を制する12。 

さらに、新たに実装された「AI Assistant（およびAI-Powered Analysis Builder / AI-Powered Insights
）」は、ユーザーが達成したい分析の目標を自然言語（プレーンランゲージ）で入力するだけで、カス

タムワークブックや関連するチャート、テーブルを瞬時に生成する13。そして、生成AIがその
PatentSightの複雑なチャートを自律的に解釈し、重要な発見（キーファインディング）をハイライト表
示し、次に取るべきステップを提案するインサイト機能を提供する8。例えば、生成されたバブル



チャートに対して「この図が示す競合A社の弱点は何か」をAIが自動的に文章化するため、分析結果
を経営層向けに「翻訳」する手間が省け、パワーポイントへのエクスポート機能と相まって、取締役会

レベル（Boardroom-Ready）のプレゼンテーション資料作成プロセスが極限まで効率化されるのであ
る8。 

特筆すべきは、LexisNexisが親会社であるRELXのAI原則（影響評価、バイアスの防止、透明性、人
間の監視、データガバナンス）に厳密に従ってこれらのAIツールを開発・展開している点である8。こ

れにより、企業はビジネス利用における生成AIのセキュリティやプライバシーに対する懸念を払拭
し、クリーンな特許所有者データに基づくアクション可能なインサイトを安全に獲得することができる8

。また、「AI-Insiderプログラム」を通じて、メンバー企業に最新のAI製品の早期アクセスを提供し、
フォーカスグループでのフィードバックを通じて将来のAIソリューションの方向性を共に形成する取り
組みも進められている8。 

 

 
 

ミクロな技術動向の抽出：出願クレーム構造の微小な変化か

らR&D注力領域を読み解く 
競合他社のマクロなポートフォリオの強さをPatent Asset Index等で把握したのち、現場のR&D部門



や知財戦略の策定において次に求められるのは、「競合企業が具体的にどのような技術的課題に

直面し、それを回避あるいは解決するためにどのようにR&Dの方向性を修正しているのか」という、
極めてミクロな技術的文脈の深い理解である。特許出願から登録に至る過程での「請求項（クレー

ム）の補正・限定」や、継続的な出願群の中に見られる技術的構成要件の微細な変化をトラッキング

することは、競合の技術的妥協点、サプライチェーンの変更、あるいは将来の製品ロードマップのシ

フトを明らかにする最も強力な手段である。この領域において、特許文書の深い読解と意味的（セマ

ンティック）な比較を得意とする生成AIツールが、圧倒的な威力を発揮している。 

Patentfield AIR：独自のAI分類とポートフォリオの動的マッピングによるニッチ
領域の特定 
「Patentfield AIR」は、Patentfieldのデータベースおよび検索インターフェースに生成AI機能を直接組
み込むことで、最大1万件の国内外の検索母集団に対する特許文献の査読・分析プロセスを根本か
ら効率化し、従来にないスピードでの情報処理を可能にするオプション機能である15。同ツールが競

合分析において特に優れている点は、生成AIの汎用性を活かした「独自の分類・ラベル付与」と、そ
れを分析軸として活用する「マップ連携（ポートフォリオ分析）」機能の高度な融合である16。 

従来の特許分析では、国際特許分類（IPC）やFI/Fタームといった既存の分類体系、あるいは社内で
手作業によって構築された煩雑な独自の分類基準に依存していたため、新たな技術トレンドの萌芽

や、分類体系の隙間に落ちるようなニッチな技術要素の抽出が極めて困難であった。しかし、

Patentfield AIRの生成AIは、ユーザーが設定した独自の観点（例えば「自社の新製品に関連する特
定の材料配合の有無」や「A社が新たに注力し始めたと推測される特定の制御アルゴリズム」など）
に基づいて、大量の特許文献を高速に査読し、社内分類などのラベルを自動的に付与する16。この

AI分類は、単なるキーワードマッチングではなく、fastTextアルゴリズムとBM25やMEANといった手
法を掛け合わせたセマンティック検索技術に裏付けられており、検索結果に対するAIの関連性スコ
アリング機能によって、ノイズを極限まで排除する1。また、学習済モデルを用いた予測モデル（

predict_model）や予測ラベル（predict_label）、正解ラベル（train_label）を利用したAI教師ラベルの
性能評価機能も組み込まれており、分析を繰り返すことで分類精度を組織のニーズに合わせて継続

的に向上させることが可能である1。 

生成AIが付与したこれらの分類（ラベルや抽出タグ）は、そのままPatentfieldのマップ可視化機能と
連携する16。これにより、「競合A社が過去1年間で出願した特許群の中で、特に『高温耐久性』という
AIラベルが付与された特許群が、どの出願人やどの技術分野とクロスオーバーして推移しているか」
といった、従来のキーワード検索ではノイズが多くて抽出不可能であった微小なR&D注力領域の変
化を、ポートフォリオマップ上で集計・絞り込み表示させることができるのである16。 

さらに、AIR機能は通常の検索結果画面にAIの査読結果を直接反映させることが可能であり、公報
内容と照合しながら生成AIの出力結果を検証することができる16。特許公報特有の難解な「要約」で

は把握しきれない内容や、特許文書に馴染みのないR&D担当者でも読みやすい平易な文章で公報
内容を独自に要約する機能、外国文献の翻訳、実施例からの組成や数値の抽出、特許公報から特

徴的なキーワード（類似キーワード拡張・特徴語抽出）を抽出する機能なども網羅されている1。そし

て、新規の事業アイデアや自社の請求項案と、検索された先行文献とを対比評価する機能により、

研究者と知財担当者のコミュニケーションを円滑にし、出願前のブラッシュアップや回避設計の議論



を極めて具体的に行うことが可能となる16。 

Questel Orbit Intelligence と Sophia：クレームの差分抽出と技術的意図の
AI解読 
特許クレーム構造の微細な変化をトラッキングし、競合の意図を分析する上で、Questelが提供する
「Orbit Intelligence」プラットフォームとその統合AIソリューションである「Sophia（ソフィア）」は、現在
市場で利用可能な最も先進的かつ網羅的な機能を提供している17。Orbit Intelligence自体が、世界
100カ国以上の特許庁（世界の特許出願の99.7%をカバー）から収集された1億件以上の特許、
1,700万件以上の意匠、1億5,000万件以上の非特許文献（科学論文、臨床試験データなど）にアク
セス可能な巨大なデータベースであり、そのコレクションの97%以上がネイティブな英語またはAIによ
る翻訳済み英語で提供されているため、アジアの特許文書も含めた包括的なグローバル分析が可

能である17。 

この圧倒的なデータ基盤の上で稼働する業界初のクロスプラットフォームAIアシスタント「Sophia」
は、検索からドキュメント解読、そしてクレーム分析に至るまでの全プロセスを劇的に変革する。ま

ず、「Sophia Query」は、ユーザーが自然言語（プレーンランゲージ）で検索ニーズを説明するだけ
で、関連する同義語、IPC分類、絞り込みフィルター（発明者、譲受人、出願日、特許ステータスなど）
を自動的に追加し、複雑なブール検索クエリを即座に構築する17。これにより、検索式の構築に費や

す時間を大幅に削減できる。さらに、「Sophia Document」という対話型のAIエージェントを使用すれ
ば、特許文書に対して直接質問を投げかけ、統合されたプロンプトライブラリと高度な要約機能を駆

使して、重要なインサイトを即座に抽出することが可能である17。 

競合分析において真のブレイクスルーとなるのが、「Sophia Lab」に実装されたLLMベースの「
Insight AI（特許とクレームのAI比較機能）」と「Claim Mapping」ソリューションである17。特許のクレー

ムは、発明の権利保護範囲を規定する最も重要な法的記述であるが、その難解な構造ゆえに専門

家以外が意図を読み解くのは困難である。Insight AI機能は、単一の特許ファミリー内の「公開公報（
Published application）」と「登録公報（Granted stage）」の間、あるいは異なる競合他社の2つの特
許間で、クレームを含む全文の差分をOpenAIのLLMを活用した高度な自然言語処理によって比較・
抽出する21。 

具体的には、対象となる2つの特許を指定すると、AIが最大2分程度の処理時間で以下の4つの合成
コンテンツ（パラグラフ）を自動生成する21。 

1.​ Summary（概要）：特許内容の全体的な導入文。 
2.​ Applications（適用分野）：その特許技術がどのような実社会の用途に適用されるか。 
3.​ Commonalities（共通点）：選択した2つの文献間で共有されている技術的概念や構成要件。 
4.​ Differences（相違点）：2つの文献間における文脈上の実際の差異をピンポイントで特定す
る。 

審査過程において、競合他社が審査官からの拒絶理由通知（Office Action）を受けて、クレームの
どの構成要件を限定・削除したかを文字単位（By character）あるいは単語単位（By words）で追跡
できるだけでなく、この「Differences」の出力により、AIが「この権利範囲の縮減は、結果としてB技術
分野への適用を放棄し、A分野に特化することを示唆している」といったコンテキストを提示する21。こ

のプロセスにより、アナリストやR&Dエンジニアは、競合が技術的にどの部分で壁にぶつかり、製品



戦略上どこを「譲れないコア技術」として守り抜いたのか（R&Dの真の注力領域と妥協点）を、数百
ページに及ぶ公報を精読することなく迅速に把握することが可能となる。 

さらに、Sophia Labにはクレームの理解を促進する視覚的アプローチも用意されている。「Claims 
Rewrite」機能は、元の構造を尊重しつつ、複雑な法律用語を排除して技術的な洞察を強調する形で
クレームを簡略化する21。「Claim Graph（クレームグラフ構造化）」機能は、クレームの構成要素を
「要素（Element/Item）」→「動作・機能（Action Verb）」→「別の要素」という相関グラフとして視覚化
し、複雑に絡み合った従属関係を一目で理解できるように整理する21。これらの機能と、AIを用いて
先行技術との特徴比較を行う「AI Patent Claim Mapping」ソリューションが組み合わさることで、IP部
門以外のR&D技術者でも即座に競合特許の脅威度を判断し、効果的な回避設計（設計変更）の議
論に参画できる環境が整うのである17。なお、Questelはデジタルワークスペースである「Qthena」等
を通じて、これらのAI分析結果を基にしたオフィスアクションへの対応（OAR）の自動化や、生成AIを
利用した特許明細書のドラフティング支援など、知財生産性を向上させる包括的な「AI Assistants 
for Patent Productivity」群も提供している17。 

 



 
 

高精度要約と侵害予防調査（FTO）における信頼性の担保：
Derwent Patent Monitorの専門家データ×AI 
特許分析において、R&D注力領域の探索や経営層向けのマクロなポートフォリオ評価と並んで、企
業経営に直接的かつ致命的な影響を与えるもう一つの重大課題が、FTO（Freedom to Operate：侵
害予防調査）や特許の無効化・異議申し立てに関わる「脅威分析（Threat Analysis）」である。ここで
汎用的な生成AIを安易に利用する際、最大のリスクとなるのがLLM特有の「ハルシネーション（もっと
もらしい嘘の生成や事実の誤認）」である。Questelのガイドラインでも警告されているように、AIは人
物、場所、事実に関して不正確な情報を生成する可能性があり、FTO調査における判断ミスや見落
としは、製品の全量回収、巨額の損害賠償訴訟、あるいは事業全体の差し止めといった取り返しの

つかない事態に直結する21。したがって、脅威分析におけるAIの出力結果には、絶対的な「信頼性」



と基盤となる「データの品質」が極限まで求められるのである。 

この極めて厳格な要件に対し、Clarivate社が提供するソリューション群は、世界最高峰の手動キュ
レーションデータと先進的なAIテクノロジーを掛け合わせることで、比類のない解決策を提示している
24。その中核となるのが、Clarivateが保有する「DWPI（Derwent World Patents Index）」である。
DWPIは、単なる特許庁の生データの集合体ではない。850名以上の多様な技術分野に特化した主
題専門家（Subject Matter Experts）によって、手作業でリライト・要約された6,700万件以上の発明
要約を収録する、世界で最も包括的かつ信頼性の高いデータベースである25。難解で意図的に曖昧

に書かれることが多い特許特有の法律用語を専門家が標準化し、発明の真の新規性、構造、およ

び用途を明確にしたDWPIの要約データと生成AIを組み合わせることで、情報抽出と脅威判定の精
度は、生の特許全文データをそのままLLMに読み込ませるアプローチと比較して飛躍的に向上す
る。 

この強力な基盤の上に、2025年11月、Clarivateは新たなエンタープライズソリューションとして「
Derwent Patent Monitor」の提供を開始した25。この革新的なツールは、知財部門とR&D部門が協
働して特許レビューを行うプロセスを根本から効率化し、特許性（Patentability）の判断、FTOの評
価、および異議申し立てや権利行使の検討に関連する意思決定を加速するために設計されている25

。 

Derwent Patent Monitorの最大の強みは、DWPIの独自データを基盤とした「AI駆動型の脅威評価（
AI-powered evaluation of potential threats）」機能にある。膨大な検索結果の中から、AIが関連性
や侵害のリスク度を自動的に評価・スコアリングすることで、特許専門家による「初回パスレビュー（

first-pass reviews）」を劇的に加速させる25。このThreat Analysis機能により、ステークホルダーに
とって最もクリティカルな侵害リスクが優先的に浮き彫りになり、知財担当者はノイズに忙殺されるこ

となく、真に検証が必要な高リスク特許にのみリソースを集中させ、高い自信を持って次のステップ

へ進むことができる25。 

さらに、Derwent Patent Monitorは、従来のリスク管理プロセスに蔓延していた「電子メールへのファ
イルの添付」や「分散したスプレッドシートの管理」といったサイロ化された非効率なプロセスを完全

に排除する25。プラットフォーム上でプロジェクトベースの構造化されたレビュー環境を提供し、リアル

タイムのフィードバック機能を統合している25。知財部門からR&D部門へと脅威情報を伝達する際、
DWPIによる平易な専門家要約と、AIが抽出したリスク評価スコアをパッケージ化してシームレスに
共有することで、現場のエンジニアは他社特許の権利範囲と自社開発品との抵触リスクの有無を即

座に判断し、安全な代替技術の検討や回避設計に向けたアクションを迅速かつ確実に行うことがで

きるのである。Clarivateは、製品内または第三者による生成AIの使用をレビューし承認するための
厳格な内部承認プロセスを維持しており、顧客と共同でテストを行うことで、クリティカルな意思決定

に耐えうる信頼性を担保している26。 

深層学習によるベクトル検索と大局的事業位置付けの可視化

：Amplified AI 
競合他社の個別の特許に対するFTO調査や、クレーム構造のミクロな差分解読（ミクロ分析）の重要
性が増す一方で、それらの重要特許群が自社および市場全体の事業ポートフォリオの中でどのよう

な位置付けにあるのかという、大局的（マクロ）な視点を補完するアプローチも急速に進化している。



現代の特許マネジメントにおいては、局所的な視点と全体的な視点の往復が不可欠であり、この領

域で特筆すべき独自のアーキテクチャを持つのが「Amplified AI」である。 

Amplified AIは、2017年から長文の類似性評価タスクを高精度で実現する独自の深層学習（Deep 
Learning）モデルの開発を進めており、任意の言語で書かれた特許のベクトル検索（Semantic 
Vector Search）を実現している27。このベクトル検索と生成AIを組み合わせたデータプラットフォーム
は、世界知的所有権機関（WIPO）のIAPプログラムや、世界各国の大手製造業、法律事務所に採用
されている27。 

2023年10月に発表されたマクロ分析機能（ビジュアライザ）は、このプラットフォームの真骨頂である
27。Amplifiedの特徴は、ベクトル検索で発見した特許を、生成AIの読解支援機能を用いて社内の
チームが読み解き、そこで得られた知見やナレッジを「アノテーション（分類タグ、重要度スコア、コメ

ントなどの注釈）」として特許文献に直接紐づけ、システム内に蓄積していく点にある27。これらは、外

部の汎用AIがポン出しした結果ではなく、社内の専門人材が長年かけて検証・構築した極めて質の
高い「独自のデータ資産」となる27。 

新機能である「ビジュアライザ」は、この蓄積されたデータ資産と検索されたデータ群をクラスタリング

し、散布図としてマクロな視点で可視化する27。自社のアノテーションが付与された特許群と、新たに

抽出された競合の特許群を多次元のベクトル空間上でプロットすることで、競合のポートフォリオ内

における「開発の手薄な空白地帯（ホワイトスペース）」や、自社のコア技術と正面から衝突する「高

密度な重複領域」を、直感的かつ大局的に炙り出すことが可能になるのである27。 

知財管理プラットフォームにおける自動化と全社的情報共有

の推進 
高度な競合分析やIPランドスケープを支える基盤として、知財部門の日常業務全般のワークフロー
自動化と、獲得したインテリジェンスの全社的なデータ共有を推進するツール群も、生成AIの統合に
よって著しい進化を遂げている。 

Anaquaによる知財行政手続きの最適化とマクロトレンドの把握 
知財ライフサイクル全体の管理を行うプラットフォームである「Anaqua（アナクア）」は、生成AIと自動
化テクノロジーの導入により、特許事務所や企業の知財部門が直面する生産性と収益性の課題に

対するソリューションを提供している28。AnaquaのAQXプラットフォームに搭載された「AI Classifier」
は、システム間でデータをエクスポートする手間やワークフローを一切中断することなく、IP管理プ
ラットフォーム内で直接マルチラベルの自動分類と説明可能なAIインサイトを提供する28。これによ

り、分類戦略の最適化とポートフォリオの迅速な評価が日常的な業務フローの中でシームレスに行

われる。 

さらに、ドケッティング（期限管理）の自動化機能は、米国特許商標庁（USPTO）、WIPO、欧州特許庁
（EPO）、日本国特許庁（JPO）という四大特許庁からの通知（PTO correspondence）の処理を自動
化し、商標チーム向けにはUSPTO TSDRとの統合も提供している28。Microsoft Azure AI Document 
Intelligenceと連携することで、先行技術のインポートやIDS（情報開示文書）作成プロセスが劇的に
効率化され、管理部門の圧倒的な工数削減が実現する28。 



 

2022年のUSPTO特許登録状況とマクロ要因 詳細データと知財戦略への影響 

全体登録件数の減少 2022年の登録件数は前年比8%減の347,408
件。COVID-19の後遺症、経済的ボラティリ
ティによる知財予算の緊縮、継続出願の見送

り（コスト削減策）が主な要因30。 

企業別ランキングの歴史的変動 29年間首位を維持したIBMがトップの座を
Samsung Electronicsに譲り渡す歴史的転換
点30。 

国別・地域別の優位性 米国企業が首位（138,270件、前年比19%
減）。次いでAPAC地域が強く、日本が2位（
46,191件）、中国（24,409件）、韓国（22,020
件）と続く。欧州トップはドイツ（14,639件）30。 

生成AI領域の出願急増 全体的に件数が減少する中、AI特許の登録
数は2020年の34,544件から2024年には
54,022件へと急激に増加。特に生物学的AI、
機械学習、画像/音声認識AIが成長を牽引31。 

Anaquaの独自ツールであるAcclaimIPを用いたUSPTOの特許統計分析は、マクロな経済動向がIP
ランドスケープに与える影響を如実に示している。2022年のデータでは、経済の不確実性やスタッフ
不足を背景に、企業が知財予算を緊縮させ、コスト削減の一環として審査中の特許出願の継続手続

きを削減した結果、USPTOの登録件数が8%減少するという過去10年以上で最大の落ち込みを記録
した30。この期間に、29年間首位を守り続けたIBMがSamsung Electronicsにトップを明け渡すという
歴史的な変動も起きている30。 

しかし、このような全体的な出願の手控え傾向の中にあっても、半導体技術や5G、仮想現実（VR）と
並び、人工知能（AI）関連の特許登録数は2020年から2024年にかけて54,022件へと急増し続けて
おり、イノベーションの焦点が生成AIや機械学習に極端に集中していることが分かる31。Anaquaによ
る業務の徹底的な自動化は、知財予算が限られる中で、枯渇する社内リソースを単純な事務作業

から解放し、急増するAI関連技術のような戦略的特許の権利化や競合分析へとシフトさせるための
必須のインフラストラクチャとなっているのである32。 

CyberPatent Deskによる情報共有機能と全社知財活動の底上げ 
獲得した知財インテリジェンスを組織全体で活用するという観点では、Questel傘下の「CyberPatent 
Desk（サイバーパテントデスク）」が日本市場において極めて実践的な機能を提供している。同ツー
ルの「テキストマイニング」機能は、数万件に及ぶ特許・論文データをもとにパテントポートフォリオを

可視化・分析する能力を備えているが、その真価はビジネスのグローバル化に対応した「情報共有

機能」にある33。 



知財担当者がCyberPatent Desk内で構築した複雑な調査の過程や検索結果、AIを用いて抽出され
た独自の分類・評価情報を、プラットフォーム内で直接、技術者や事業開発担当者とシームレスに共

有することが可能である34。例えば、週次や月次の新着特許の監視（SDI）において、AIを用いたテキ
ストマイニングによって抽出された競合の技術トレンドの変化を、社内ポータル的に共有・蓄積する34

。これにより、知財部門からの単方向の情報発信にとどまらず、現場のエンジニアが最新の特許情

報を日常的に確認・活用するプロセスが定着し、組織全体の特許情報活用リテラシーとイノベーショ

ン創出能力を底上げすることができるのである34。 

結論：目的に応じた生成AIプラットフォームの戦略的ポートフォ
リオ構築と次世代IPマネジメント 
本レポートで網羅的に分析したように、IPランドスケープ特化型の生成AIツールは、単なる「検索精
度の向上」や「要約の自動化」という初期フェーズを完全に終え、それぞれが「誰に対して、どのよう

なインサイトを、どのような確度で提供するのか」というビジネス目的に合わせて高度に細分化・進化

している。次世代のIPマネジメントにおいて企業が競争優位性を確立するためには、自社の直面す
る経営課題を正確に見極め、単一のツールに依存するのではなく、以下の目的に応じてこれらの強

力なプラットフォーム群を適材適所で組み合わせた「ツールの戦略的ポートフォリオ」を構築すること

が急務である。 

1.​ **経営層・投資家との対話（戦略策定・M&A・ポートフォリオ最適化）**を主目的とする場合、
LexisNexisの「PatentSight+」が絶対的な最適解となる。Patent Asset Indexによる客観的かつ
科学的な特許価値評価と、TechDiscoveryやAI Assistantによる迅速かつ視覚的な「
Boardroom-ready（取締役会レベル）」のアウトプットは、知財部門をコストセンターから経営
のコア戦略を牽引するバリュードライバーへと押し上げる強力な武器となる。 

2.​ R&D部門と連携した技術トレンドの深掘りと回避設計を目指す場合、クレーム構造の微細な差
分を文字単位で抽出し、AIによる文脈の解釈（Insight AI）やグラフ化（Claim Graph）を加える
Questelの「Orbit Sophia」や、独自のAIラベル自動付与とセマンティック検索による動的ポート
フォリオマップを提供する「Patentfield AIR」の導入が不可欠である。競合が審査過程でどの技
術を諦め、何を守り抜いたのかという「意図」の解読は、自社の次期製品ロードマップや研究

開発投資に直接的な影響を与える。 
3.​ 法的リスクの最小化（FTO・侵害予防調査）とマクロな事業領域の可視化を最優先とする場面
では、Clarivateの「Derwent Patent Monitor」と「Amplified AI」の組み合わせが極めて効果的
である。DWPIという強固な専門家キュレーションデータを基盤としたAIのThreat Analysis（脅威
評価）は、LLMのハルシネーションリスクを排除し、安全な製品開発に向けた知財とR&Dのス
ムーズなリスクコミュニケーションを実現する。同時に、Amplifiedのベクトル検索を用いたマク
ロな散布図は、社内のアノテーション資産を活用して技術の空白地帯や重複領域を直感的に

提示する。 

生成AIを活用したIPランドスケープ分析は、もはや一部の先進企業による実験的な取り組みではな
く、グローバル市場において知的財産の価値を最大化し、事業リスクをコントロールするための必須

のインフラストラクチャとなっている。企業は、AIの利便性と法規制・ハルシネーションリスクのバラン
スを適切に管理しながら、これらの次世代プラットフォームを全社的な意思決定プロセスに深く統合



していくことが強く求められている。 
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